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豊田市立東広瀬こども園ほか１園増築園舎等取得事業事業者評価基準 

 

第１ 総則 

   本事業者評価基準（以下「評価基準」という。）は、豊田市（以下「市」という。）

が実施する豊田市立東広瀬こども園ほか１園増築園舎等取得事業（以下「本事業」と

いう。）において、契約の基本協定、売買契約の相手方となる民間事業者を適切に選定

するための評価基準を示すものである。 

   なお、本評価基準で使用する用語の定義は、別に定める「豊田市立東広瀬こども園ほ

か１園増築園舎等取得事業実施要綱」の規定による。 

 

第２ 評価方法・体制 

 １ 評価方法 

   事業者より提出された提案書等については、本評価基準に基づき、園舎等の供給体制、

園舎等の配置計画、事業実施計画、新たな取組、売買価格等を総合的に評価し、総合評

価点が最も高い事業者を選定事業者として決定するものとする。 

  

 ２ 評価体制 

   提案内容の評価に当たっては、本評価基準に関する審議、事業者から提出された提案

書等の評価及び事業者の選定を行う選定委員会を設けることとし、その詳細を第５に定

める。 

 

 ３ 評価手順 

   本評価は、参加資格要件、施工実績、売買価格及び提案により評価する。なお、参加

資格要件、売買価格のいずれか１つでも要件を満たしていない場合は、失格とする。 

※参加表明時に提出した「資料２－１から資料２－１１（添付資料含む）」は、参加資

格要件を確認するだけでなく、第３ ２ ２－１（表―１）に記載された事業者の評価に

使用します。 

 

第３ 評価の項目・基準・配点 

 １ 参加資格評価 

   豊田市立東広瀬こども園ほか１園増築園舎等取得事業 事業者募集要領（以下「要領」

という。）第４の２に定める参加資格要件を満たす者であること。 

 

 ２ 事業者選定 

   事業者選定は次に示す評価方法・項目・配点・事業者へのヒアリングに基づき実施す 

るものとし、選定委員の評価点の合計により評価する（合計１００点）。 
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 ２－１ 事業者の評価（２０点） 

  事業者の評価は特記がない限り、表―１に示す評価項目に対する得点を決定する。 

 

（表―１）事業者の評価項目と配点 

評価項目 評価の視点 配点 

園舎等の供給体制（建築 

設計を担当する者）に関

する提案 

①応募者の実績 
5 

②配置技術者の経験・資格 
5 

園舎等の供給体制に関す 

る提案 

①児童福祉法で規定する保育所又は幼保連携型認定

こども園の新築、増築等又は改修の施工実績及び

公共工事の受託実績 

4 

②配置技術者の経験・資格及び公共工事の管理実績 

（現場代理人または監理技術者の監理実績と資格

保有状況） 

６ 

合計  ２０ 

 

２－２ 提案内容の評価（８０点） 

定量的事項は、基準配点を８０点とし、表―２に示す評価項目に対する得点を決定する。 

 

（表―２）提案内容の評価項目と配点 

評価項目 評価の視点 配点 

園舎等の配置計画、平面 

計画、仕様に関する提案 

①園児が安全で快適に過ごすことができる空間にな

っているか評価(園児の目線等） 
６ 

②園児の安全等を管理しやすい空間になっているか

評価 
４ 

法解釈 
既存建物等への影響を踏まえた建築関係法令の解釈 

の妥当性 
１０ 

事業実施計画等に対する 

提案 

①引渡しまでの事故防止・安全対策等に関する取組 １２ 

②豊田市の様々な施策や取組を推進する提案 ４ 

③豊田市内に事務所又は事業所を有する事業者の参

画状況 
６ 

④事業期間を短縮する提案 ８ 

園舎等の売買提案価格 廉価で要求水準を備えた売買提案価格 ３０ 

合計  ８０ 

    

第４ 選定事業者の決定 

     市は、事業者ヒアリングを実施した後に採点を行い、総合評価点が最も高い者を事業 

者として選定し、選定事業者の次に総合評価点の高い者を次点者として１者選定する。                       
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なお、市は選定事業者との間で優先的に基本協定の合意に関する協議を行うものとし、 

選定事業者との協議が調わない場合に、次点者と協議を行うものとする。 

第５ 選定委員会 

１ 選定委員は次のとおりとする。 

① 豊田市こども・若者部    副部長（会長） 

② 豊田工業高等専門学校    教授 竹下 純治（建築） 

③ 豊田市公立こども園     指導主事          

④ 豊田市こども・若者部    保育課長 

⑤ 豊田市都市整備部      専門監（開発調整・建築・定住促進担当）  

２ 選定委員会の事務局は、豊田市こども・若者部保育課とする。 

 ３ 事務局は、提案書等を評価する必要が生じたときは、会長に委員会の開催を要請する。 

 ４ 会長は、各選定委員に選定委員会への出席を要請し、選定委員は、当該要請に応じて

選定委員会に出席する。 

 ５ 選定委員会は、委員の過半の出席をもって成立するものとする。 

 ６ 会長は、委員会の議事進行を行う。 

 ７ 会長は、やむを得ない事情で委員会に出席できないときは、こども・若者部保育課長

に会長の任を委任することができる。 

 ８ 会長は、委員がやむを得ない事情で委員会に出席できないときは、当該委員が指名す

る代理者について、他の委員に諮って承認することができる。 

 ９ 事務局は、参加者の構成及び資格、基本的事項その他提案事項に関して、事前に応募

者毎のとりまとめを行い、委員会に報告する。 

 １０ 選定委員会は、出席した委員の過半の同意により、基本的事項、定性的事項及び定

量的事項等の評価し、評価基準に基づき、事業者を選定する。 

 １１ その他、選定委員会の運営等に当たって必要な事項は、会長が委員に諮って決定す

る。 

 

 

 


